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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞
・特記事項なし

＜要注目患者様情報＞
・戸田　廣孝様～血圧80～90/60㎜Hg　他バイタルサイン異常なし。ケア・処置の際は多弁性あり意識レベル変動なし。ライン類の自己抜去　繰り返しているため、主治医指示により非麻痺側のみミトン　使用中。行動制限による不穏・興奮なし。

・小笠原昭三様～体温37.0℃後半　他バイタルサイン異常なし。嘔気・嘔吐なし。日直医馬渡Drよりオメプラゾール点滴実施の指示。腹部膨満感持続。

・夏堀　好郎様～体温38.0℃前半　適宜咽頭・気管内吸引により透明色粘稠性痰除去。14：00発熱時アンヒバ坐剤200㎎2本挿肛。ケア・処置に対する拒否・抵抗なくJCSⅢ-100～200推移。

・竹林　清八様～各食全量摂取。帰宅願望による易怒・攻撃性なく静穏経過。

・槙　賢二　様～各食全量摂取。多弁性の持続ありトラブルへの発展ないよう　　適宜介入必要。

・夏坂マツノ様～各食全量摂取。行動心理症状目立たず静穏経過。

・立花　愛子様～左大腿部痛持続。日直医馬渡Dr診察　画像検査(両股関節・　　下肢X-p)上、左大腿骨近位部骨折の所見あり。
家族（長男）より「出来るだけ早めに治療（手術含む）開始　　　して欲しい」との希望あり。日直医今川Drより 八戸赤十字　　病院整形外科医へコンサルし、8/10（月）受診・入院（予定）となる。紹介状・入院証明書作成依頼中。
青い森福祉タクシー（ストレッチャー）予約済　9：00当院発
付添い：長男妻・病棟スタッフ
※褥瘡・肺炎・尿路感染注意

・細川　輝子様～昨夕～左手関節部腫脹・発赤・疼痛持続。関節可動は問題なし。
日直医馬渡Dr診察。画像検査(左手X-p)上、骨折等の異常所見なし。蜂窩織炎の疑いにて抗生剤・鎮痛剤の投与開始・経過　　観察の指示あり。

＜行動制限最小化検討会＞
・戸田　廣孝様～行動制限：ミトン
・小笠原昭三様～行動制限：ミトン
　　　　　　　　理解・判断力低下ありライン類の不快感は自己抜去を誘発している。ライン類が不快にならないよう固定する等 工夫して徐々に時間的最小化を図っていく。

